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久
助
と
見
h
・
後
二
十
石
加
恩
あ
り
し
か
。
叉
閃
士
制
限
陀
属
廻
組
加

州
三
百
石
三
段
崎
務
助
、
元
和
元
二
年
士
般
に
馬
廻
組
三
百
石
三
段

崎
小
兵
衛
・
究
永
凶
年
士
幌
院
も
同
じ
く
見
ゆ
。
同
十
丸
年
小
松
士

幌
陀
・
三
百
石
三
段
附
帽
都
市
と
あ
り
。
山
田
見
摘
お
に
・
三
岡
崎
孫
市

と
て
三
百
石
取
る
馬
廻
の
家
韓
三
磁
と
云
ふ
者
の
事
を
記
載
し
て
、

孫
市
が
屋
政
は
悶
町
民
て
‘
子
供
の
代
断
絶
す
と
あ
り
。
右
三
段
崎

氏
は
則
ち
山
本
氏
と
同
姓
に
て
・
共
の
家
組
鮮
か
な
ら
・
?
と
い
へ
ど

も
、
山
本
氏
の
家
組
三
段
崎
は
近
江
閣
の
地
名
た
ら
ん
か
。
山
本
氏

も
明
治
股
務
の
際
本
十
問
陀
復
し
今
は
三
段
附
某
と
都
す
と
い
へ
り
。

O
山
本
久
助
億
話

久
助
は

山
本
罰
則
兵
術
が
父
に
て
、
山
本
源
+
市
街
門
器
防
の
組
父
た

り
。
滞
胤
利
出
品
卿
に
邸
中
仕
し
馬
廻
組
な
り
。
村
井
長
明
が
紙
記
せ
し

隙
普
抗
体
ト
間
一
幽
酬
に
云
ふ
。
秀
頼
絞
伏
見
よ
り
内
裏
へ
御
参
内
の
刻
・

利
家
桜
は
御
前
半
陀
秀
畑
山
桜
を
い
だ
き
ま
ゐ
ら
せ
ら
れ
御
越
被
v
成
。
御

飾
械
の
時
分
、
伏
見
伽
前
中
納
言
阪
上
の
城
下
陀
て
・
御
供
の
衆
大

名
小
名
馬
よ
り
去
り
、
下
々
入
込
不
ν
申
干
う
に
.
御
前
中
際
へ
は
大
約

官
級
衆
許
替
問
被
=仰
付
一
小
姓
・
馬
魁
跡
を
押
巾
時
分
、
我
も
/
¥
と

入
込
抑
合
け
る
時
、
長
岡
越
中
殿
を
大
納
言
採
御
馬
廻
山
本
久
助
と

金
海
古
附
剛
志
巻

λ

ー」，、

段
崎
景
観
.
六
世
三
段
附
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行
，
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世
三
段
崎
山
川
景
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朝
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崎
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後
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越
前
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中
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仕
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政
一
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大

疋
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二
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以
a
篠
原
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助
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子
利
家
卿
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賜
a
家
総
百
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一
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照
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子
利
長
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常
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和
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浪
十
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a

お
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従
利
次
君
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次
男
湖
兵
衛
仕
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利
常
卿
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一
年
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家
品
開
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石
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符
a
近
侍
ゴ
佳
品
一
家
一
雌
V
MmM
依
品病
身
-
僻
ν
職
・

元
総
六
年
七
月
十
三
日
以
ν
病
残
e

一
男
源
太
郎
惟
明
後

m-滋右
術

門廿
甚
昨州
↓
延
資
五
年
三
月
綱
紀
卿
鈴
a
歩
士
吋
被
ν
命
h
u物
役
三
光
一
服
七

年畑情
v

家

賜
む
{
之
A
4
知
百
石
コ
止
徳
三
年
七
月
以
弘山
命
プ
川
品開
岨
百
石
-

賜
一
こ
百
石
プ
手
保
十
年
七
月
十
五
日
以
v
病
校
。
と
あ
り
て
、
共
れ
よ

り
世
h
k

二
百
石
を
家
肢
と
な
し・

家
系
連
総
す
。
按
十
る

K
、
山
本

久
助
が
釆
地
、
院
長
十
八
九
年
士
制
限
陀
は
、陪向
廻
組
加
州
百
石
山
本

巾
者
つ
ら
を
は
り
た
り
。
路
中
倣
と
は
ゆ
め
/
¥
不
ν
知
ゆ
ゑ
也
。
務

十
勝
喜
右
衛
門
儀
も
手
つ
だ
ひ
申
た
り
。

肥
前
線
・
越
中
殴
を
よ
そ
の

者
と
の
い
ひ
那
と
閉
山
召
・
御
惇
の
さ
き
よ
り
御
か
へ

り
み
被
v
成
候
へ

ば
、
右
之
泊
御
覧
候
て
、
知
ら
ぬ
勝
広
被
v
成
.
叉
御
先
へ
御
館
供
。

共
夜
肥
前
核
御
意
色
々
御
物
語
候
事
と
あ
り
。
犯
前
援
は
利
長
卿
を

い
へ
り
。
按
や
る
陀
・
右
は
江
村
都
知
の
老
人
維
持
K
・
秀
削
制
五
談
，

の
時
港
内
有
、
伏
見
よ
り
行
列
を
な
す
。
太
閤
は
二
三
目
前
に
入
裕

有
て
、
中
立
一
一
以
最
上
段
の
屋
敷
に
訟
は
し
ま
す
o
参
内
の
自
に
迎
陀
御

出
あ
り
。
室
町
通
り
を
甫
へ
さ
す
。
見
物
群
集
す
-

z

h

k

。
路
大
名
は

大
房
の
馬
民
乗
り
こ
行

K
供
奉
す
。
廷
は
楽
治
の
成
終
り
て
後
.
中

一
年
あ
り
て
の
背
中
也
。
と
い
へ
り
。
秀
抑
制
の
誕
生
は
文
総
三
年
間
月
九

日
と
あ
れ
ば
、
五
歳
の
時
は
凶
長
三
年
な
り
。
源
右
衛
門
越
市
川
が
紙

記
せ
し
微
妙
公
夜
話
銭
の
舎
末
広
云
ふ
。

-
て

高

徳
公
瑞
術
会
御
雨
震
の
御
厚
同
日
は
.
高
徳
公
御
夜
話
に
戦

す
る
ご
と
く
、
伏
見
に
て
細
川
越
中
守
阪
と
総
父
久
助
口
論
の
時
・

越
中
守
殿
は
御
縁
者
な
れ
ば
・
久
助
切
腹
も
可
'
被
昌仰
付
-出向
K
・
い

か
な
る
思
召
に
や
御
宥
免
故
民
子
孫
も
総
き
ね
。
u

品
目
第
一
の
御
厚
恩

成
る
べ
し
。
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